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電
子
媒
體
の
時
事
政
談
番
組
、
反
對
論
殆
ど
無
き
布
陣
に
て
の
大
合
唱
、
遂
に
首
都
東
京
に
五
輪
期
間
中

を
含
む
緊
急
事
態
宣
言
發
令
と
な
れ
り
。
其
の
內
容
は
夜
間
の
飮
酒
禁
止
を
主
體
と
し
、
違
反
店
舖
へ
の

罰
則
強
化
に
加
へ
、
金
融
機
關
と
の
取
引
の
停
止

ち
や
う
じ

を
含
む
強
權
の
發
動
を
示
唆
す
。
流
石
に
之
は
惡
質
の

人
權
侵
害
と
の
批
判
に
、
西
村
擔
當
大
臣
は
苦
澁
の
撤
囘
を
表
明
す
。
更
に
酒
類
卸
賣
業
者
に
對
し
て
も

違
反
者
へ
の
供
給
停
止
を
求
む
る
監
督
官
廳
等
を
通
じ
て
の
事
前
通
達
發
行
も
明
か
と
な
り
、
同
大
臣
重

ね
て
の
謝
罪
撤
囘
の
失
態
と
な
り
、
大
衆
報
道
こ
の
時
と
ば
か
り
政
府
批
判
を
強
化
す
。 

大
臣
に
失
態
あ
る
時
、
早
々
と
謝
罪
、
撤
囘
せ
る
は
當
然
と
は
言
ひ
條
、
そ
こ
に
至
る
過
程
に
同
大
臣
と

具
體
的
政
策
立
案
者
と
の
間
に
意
識
の
差
を
感
じ
た
り
。
其
の
差
は
飮
酒
を
惡
と
す
る
感
性
な
ら
ず
や
。 

千
九
百
十
九
年
米
國
は
禁
酒
法
を
發
令
、
以
後
同
三
十
三
年
（
昭
和
八
年
）
廢
止
に
至
る
迄
の
間
、
酒
の

密
造
と
密
賣
は
巨
大
の
闇
金
融
を
主
體
と
す
る
裏
社
會
跋
扈
す
と
云
々
。
さ
れ
ど
當
時
同
法
制
定
に
盡
力

せ
る
議
員
は
本
氣
に
て
酒
無
き
社
會
に
理
想
鄕
を
信
じ
た
る
を
疑
は
ず
。 

顧
み
ば
昨
年
夏
頃
よ
り
「
夜
の
町
」
へ
の
コ
ロ
ナ
嫌
疑
始
り
、
科
學
的
證
據
と
て
、
飮
酒
に
よ
る
話
し
聲

の
大
音
化
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
の
飛
翔
擴
大
、
更
に
は
最
新
巨
大
の
電
算
機
「
富
嶽
」
を
利
用
し
て
の
類
推

シ
ミ
ュ
レ

演
算

ー
シ
ョ
ン

の
結
果
を
踏
へ
た
る
飮
酒
時
飛
沫
の
室
內
長
期
滯
留
の
可
能
性
指
摘
せ
ら
る
ゝ
に
及
び
、
飮
み
屋
惡

玉
説
は
次
第
に
牢
乎
と
な
り
、
禁
酒
法
的
行
政
見
解
廣
ご
り
た
る
に
非
ず
や
。 

さ
れ
ど
こ
の
見
解
は
例
へ
ば
飛
沫
ウ
イ
ル
ス
に
對
す
る
酒
中
ア
ル
コ
ー
ル
の
殺
菌
效
果
の
程
度
な
ど
の
傍

證
に
加
へ
、
少
く
と
も
每
日
發
表
せ
ら
る
ゝ
新
規
感
染
者
の
內
何
名
が
數
日
前
の
居
酒
屋
訪
問
者
な
れ
る

か
等
の
檢
證
を
要
す
。
更
に
最
近
の
醫
學
的
治
驗
と
て
我
が
耳
に
入
り
た
る
二
件
あ
り
。
そ
の
一
件
は
マ

ス
ク
は
不
織
布
製
が
效
果
的
な
り
と
し
、
他
の
一
件
は
廁

ト
イ
レ

に
ウ
イ
ル
ス
の
殘
存
多
し
と
の
こ
と
な
り
。
科

學
的
對
應
と
し
て
は
先
づ
マ
ス
ク
に
就
き
飮
み
屋
に
て
の
不
織
布
マ
ス
ク
利
用
の
義
務
付
け
あ
る
べ
く

も
、
使
ひ
捨
て
原
則
の
同
マ
ス
ク
の
國
內
生
産
供
給
果
し
て
可
能
な
り
や
。
廁
に
就
き
て
は
飮
み
屋
は
固

よ
り
、
公
衆
廁
に
就
き
て
も
特
に
最
後
の
手
洗
ひ
設
備
の
整
備
竝
び
に
其
の
效
果
的
使
用
法
の
徹
底
な
ど



を
要
す
べ
く
、
疫
學
專
門
家
に
よ
る
判
り
易
き
解
説
指
導
求
め
ら
る
べ
し
。
之
ら
は
酒
類
提
供
業
界
に
對

す
る
過
度
の
有
害
事
業
視
を
幾
ら
か
で
も
緩
和
す
と
期
待
せ
ら
る
。
然
れ
ど
我
が
電
視
選
擇
の
不
適
に
よ

る
ら
む
か
、
大
衆
報
道
を
通
じ
て
は
か
ゝ
る
情
報
は
何
も
得
ら
れ
ず
。
折
角
社
會
問
題
の
科
學
的
解
決
の

好
機
を
逸
し
つ
ゝ
あ
る
を
憂
ふ
る
の
み
。 

 

本
稿
送
附
直
前
、
今
週
の
「
週
間
新
潮
」
二
十
九
號
「
暴
走
西
村
大
臣
は
自
己
奉
仕
バ
イ
ア
ス
」
の
記
事

中
東
京
大
學
大
學
院
米
村
滋
人
敎
授
の
「
當
て
推
量
の
一
律
規
制
」
に
對
す
る
批
判
に
米
國
禁
酒
法
の
御

紹
介
あ
り
。
拙
稿
に
て
は
擔
當
大
臣
の
記
者
會
見
以
前
に
其
の
內
容
が
既
に
關
係
省
廳
よ
り
通
達
濟
の
事

態
を
、
禁
酒
の
推
進
な
ら
ば
、
先
走
り
も
可
と
し
け
む
心
情
と
推
測
し
、「
禁
酒
法
的
」
と
表
現
せ
り
。 

（
令
和
三
年
七
月
二
十
二
日
受
附
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